
2023年G7教育⼤⾂会合 富⼭・⾦沢宣⾔（概要）

〇G7各国間で⾃由・平和、法の⽀配と⺠主主義の価値観を共有しつつ、以下の基本的考え⽅に基づいて、各国で教育政策を進
めていくことで合意した。
・「⺠主主義や⾃由、法の⽀配や平和の礎」としての教育の普遍的価値を改めて共有しつつ、持続可能な社会の創り⼿を育む。
・コロナ禍やウクライナ侵略で停滞した国際的な⼈的交流の促進に向けて協働して取り組む。
・ウクライナも含め危機的な状況にある⼦供（特に⼥⼦）や学⽣が質の⾼い教育にアクセスできるよう取り組む。
・⽣成AIを含めた近年のデジタル技術の急速な発達が教育に与える正負の影響を認識する。

③社会課題の解決とイノベーションを結び付けて成
⻑を⽣み出す⼈材の育成
・イノベーションと持続可能な経済成⻑を促し、社会課題
の解決にもつなげる取組を⽀援する。
・全ての⼦供・若者にSTEAM教育等の教科等横断的な教
育を推進するとともに、デジタル・グリーン等の成⻑分
野の⼈材育成や起業家教育を推進する。
・より広範な社会的背景と結びついた教育システムを構築
するとともに、⼦供たちや若者、⼤⼈に必要な⽀援と多
様な教育機会を提供する。

④国際社会の連携に向け、新たな価値を創造するため
の国際教育交流の推進
・初等・中等・⾼等教育や職業教育におけるG7各国間の⽣
徒・学⽣の⼈的交流をコロナ禍前の⽔準に回復し、更に拡⼤
させる。
・⼤学間の国際ネットワークの進展・深化を通じた質の⾼い国
際交流・国際頭脳循環の活発化を図る。
・ICTを活⽤した交流の促進、国境を越えたオンライン学習コ
ンテンツの共有などを推進する。

１．基本的な考え⽅ 〜教育の普遍的価値の再確認〜

２．G7が⽬指す取組の⽅向性
②全ての⼦供たちの可能性を引き出す教育の実現
・デジタルの活⽤を含めた⼀⼈⼀⼈の⼦供に最適な学びを進め
るほか、多様な他者同⼠が学び合う機会を確保し、⼦供たち
のウェルビーイングの向上に寄与する。
・各国・地域の事情に応じて、少⼈数学級の推進や教師が担う
業務の適正化、処遇を含む働きやすい労働条件の整備などを
推進する。これらを通じて、魅⼒ある優れた教師の確保・資質
能⼒の向上や学校の指導・運営体制の整備を⾏う。
・特別⽀援教育において、障害のある⼦供と障害のない⼦供が
可能な限り共に協働的に学ぶための環境整備と、⼀⼈⼀⼈の
教育的ニーズに応じた学びの場の整備を同時に進める。

①コロナ禍を経た学校の役割の発揮とICT環境整備
・コロナ禍を契機に明らかになった学校の役割が今後も継
続して効果を発揮し、多様で包摂的な社会の基盤形成に
資するよう取り組む。
・⾃然体験・⽂化芸術体験活動の機会を充実することで、
⼦供の社会情動的スキルの向上を図る。
・対⾯による教育に加え、リアルとデジタルを融合した教
育の促進に向け、ICT環境の整備を継続するとともに、
教師のICTスキルの向上に取り組み、情報活⽤能⼒に係
る教育を充実させる。

〇⼈への投資の重要性を認識し、今後、G7においてハイレベル政策対話の継続的な実施に向け合意。
〇調和と協調に基づくウェルビーイングの考え⽅について確認。

３．G7における認識の共有


